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＊ Mt. Wilson & Palomer Observatory のスペクトルアトラス発見 

アーカイブ室会議に図書から、印画紙のスペクトルを貼ったアルバムがあり、これは図

書の蔵書には相応しくない、アーカイブ室の収蔵品にしてもらえないかと提案があった。

このアルバムは、まだ日本では大型望遠鏡が無く、このようなスペクトルの撮影が出来な

い頃、Wilson & Palomer 天文台に観測に出かけた天文学者が購入して図書に寄贈したもの

であろう。筆者は、提供者は恐らく大沢清輝先生ではなかろうかと思う。 

13-feet 分光器による太陽の 3900～6900Aの 9枚のスペクトル、1925年 1月 24日の皆既

日食時の flashスペクトル、Bo型（τSco）から gM2型（βPeg）までの恒星スペクトル 15

枚と、οCet のスペクトル、Arcturus のスペクトルとその 6 カ月後のスペクトル、バルマ

ー系列のよくわかる HD193182 のスペクトル、連星のスペクトル、O型から S型星の代表的

な星のスペクトル、代表的な惑星状星雲のスペクトル 2 枚が収められている教育的なスペ

クトルアトラスである。写真 1がそのアルバム、写真 2がスペクトルのページの例である。 

   

写真 1 スペクトルアトラスのアルバム  写真 2 スペクトルアトラスのページ 

このようなスペクトルアトラスの日本版としては、日本に初めて本格的な望遠鏡が建設

された東京天文台岡山天体物理観測所の 91cm 反射望遠鏡に取り付けられた Z分光器によっ

て乗本祐慈氏を中心に写真乾板で撮影され、東京大学出版会から 1977 年に出版された「AN 

ATLAS OF REPRESENTATIVE STELLAR SPECTRA」（代表的恒星のスペクトル･アトラス）があ

る。同じ 91cm 反射望遠鏡の分光器で検出部を CCDに変えた観測が大阪教育大学宇宙科学研

究室によって 2001 年から 2002 年にかけて観測され、青波長域（400 - 500 nm）と赤波長

域（620 - 680 nm）の 2 種類のデータがペアになって、インターネット上に「☆スペクト

ル物語☆～デジタルアトラス～」として公開されている。これらは、この Wilson & Palomer

のスペクトルアトラスが出発点であったろう。 

 写真 3が発見されたアトラスの最初のページに貼ってあったコンテンツである。 



 

   写真 3 Wilson & Palomer 天文台のスペクトルアトラスアルバムのコンテンツ 

 このアトラスのスペクトルの例を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 



 

 

 

 



 



 

 



 


